
施政方針
平成31年度

本年は、平成最後の年です。

５月には新元号が始まり、まさに新しい時代がスタートする年となります。

本市におきましては、一日も早い災害からの復興を目指すと同時に、

最重要課題として位置づけ取り組んでいる

人口減対策の成果を形にする年にしたいと考えています。

歳入全体の約40％を占める普通交付税の合併特例加算措置の段階的な減額が、

平成26年度から始まり本年度で終わります。

本市をはじめとする８つの合併市が中心となって国に働きかけ、

制度の見直しが実現したことで、

この減額を当初見込みの半分程度に抑えることができました。

しかし、普通交付税減少はその後も続くことが予想され、

厳しい財政運営への不安は拭いきれません。

本市に大きな爪痕を残した平成30年７月豪雨災害については、

激甚災害の指定を受け、国も「最大限の財政支援を行う」としていますが、

どうしても市の一般財源で対応せざるを得ないものについては、

災害等不測の事態に備えて積み立ててきた財政調整基金を取り崩してきました。

被災後の財政推計を行い、

平成31年度が最終年度となる「第３次行政改革大綱」の成果と課題を整理し、

財政健全化に向けた取り組みを強化して、

厳しい財政状況への不安を払拭するよう努めてまいります。

平
成
31
年
度
予
算
の
柱

平
成
31
年
度
は
、第
一
に
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。そ
し

て
、最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
取
り
組
ん

で
き
た
人
口
減
対
策
を
継
続
し
て
推
進

し
、人
口
の
社
会
増
が
見
え
る
よ
う
結

果
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。「
安
芸
高
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」で
の
、平
成
36

（
２
０
２
４
）年
度
の
目
標
人
口
２
７
，

５
０
０
人（
推
計
人
口
よ
り
１
，２
０
０

人
プ
ラ
ス
）の
達
成
に
向
け
、基
本
軸
と
な

る
３
本
柱「
地
域
で
の
仕
事
づ
く
り
」、「
学

校
教
育
の
充
実
」、「
子
育
て
支
援
の
充

実
」の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

施
策
の
大
要

●
市
の
未
来
を
創
る
投
資

移
住
者
を
呼
び
込
む
た
め
に
重
要
な
の

は
、地
域
で
の
仕
事
づ
く
り
と
考
え
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
新
し
い
働
き
方
を
生
み
出

す
環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、企
業

立
地
奨
励
金
事
業
、起
業
支
援
事
業
、サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
事
業
を
継
続
し

ま
す
。

深
刻
な
問
題
で
あ
る
市
内
企
業
の
人
手

不
足
解
消
の
た
め
、外
国
人
労
働
者
の
職

場
へ
の
不
安
軽
減
や
市
外
か
ら
通
勤
す
る

若
者
の
定
住
、職
場
定
着
、出
会
い
の
場
の

創
出
等
を
目
的
に
、新
社
会
人
つ
な
が
り

づ
く
り
事
業
を
新
設
し
、外
国
人
労
働
者

を
含
め
た
若
手
社
員
の
つ
な
が
り
を
つ
く

り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、児
童

生
徒
に
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
学
力
を
身

に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、教

育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、英
語
力
の
強
化
、地
域

未
来
塾
な
ど
の
施
策
を
引
き
続
き
確
実

に
推
し
進
め
ま
す
。ま
た
、教
職
員
の
働
き

方
改
革
を
進
め
る
一
助
と
す
る
た
め
、学

習
補
助
員
、部
活
動
指
導
員
制
度
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
を
新
た
に
配
置
し
、指
導
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、保
育
料
軽
減
、在
宅
育
児
世
帯
支
援

事
業
給
付
金
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
充
実
を
図
り
、24
時
間
保
育
の
実
現

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。平
成
31
年
度
か

ら
、病
児
・
病
後
児
預
か
り
、地
域
子
育
て

支
援
事
業
を
新
設
し
、保
育
所
園
庭
の
開

放
や
、育
児
相
談
、子
育
て
支
援
情
報
の

発
信
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、地
域
に
お

け
る
保
育
環
境
・
子
育
て
環
境
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
と
あ
わ
せ
て
着
実
に

実
施
し
、「
子
育
て
を
す
る
な
ら
安
芸
高
田

市
」と
市
内
外
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、本
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
が
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
に

与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
国
に
よ
る

支
援
に
加
え
て
、市
独
自
に
３
歳
以
上
の

未
就
学
児
に
ま
で
範
囲
を
拡
大
し
た
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、芸
備
線
活
性
化
・
利
用
促

進
や
上
下
水
道
事
業
の
持
続
可
能
な
運

営
、市
道
改
良
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
・
維
持
を
含
め
、「
市
の
未
来
を
創
る

投
資
」を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、子

育
て
支
援
策
な
ど
の
独
自
施
策
を
広
く

発
信
し
ま
す
。

●
市
民
に
安
全
・
安
心
を
与
え
る

投
資昨年

７
月
の
豪
雨
災
害
で
は
、２
名
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
、今
も
、１
名
の
行
方

不
明
者
が
あ
り
ま
す
。い
ま
だ
に
日
常
の

生
活
を
取
り
戻
せ
て
い
な
い
市
民
の
方
が

お
ら
れ
る
こ
と
に
心
が
痛
み
ま
す
。災
害

の
復
旧
・
復
興
を
全
力
で
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、災
害
が
残
し
た
爪
痕
は
大
き

く
、そ
の
規
模
の
甚
大
さ
を
改
め
て
実
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。平
成

31
年
度
も
災
害
か
ら
の
復
興
を
第
一
に
、

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

近
年
の
複
雑
化
・
大
規
模
化
し
て
い
く

災
害
に
対
応
す
る
た
め
、救
急
隊
の
専
任

化
の
推
進
、救
急
及
び
救
助
の
技
術
力
向

上
に
努
め
、さ
ら
な
る
災
害
対
応
力
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、河
川
の
浸
水
想
定
区
域
や
土

砂
災
害
警
戒
区
域
を
随
時
更
新
で
き
る

Ｗ
ｅ
ｂ
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

市
民
の
皆
様
へ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
発

信
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、地
域
の
互
助
機
能
な
ど
の
向

上
の
た
め
、こ
れ
ま
で
も
取
り
組
ん
で
き

た「
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
」の
も
と
に
、

外
国
人
の
人
材
も
視
野
に
入
れ
た
新
た
な

「
互
助
・
共
助
」の
形
を
整
え
、地
域
の
さ

ら
な
る
力
を
引
き
出
す
支
援
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
生
活

支
援
員
制
度
が
全
市
的
な
取
り
組
み
と

し
て
有
効
に
機
能
す
る
よ
う
、研
修
会
や

普
及
啓
発
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。ま
た
、

市
内
の
温
泉
を
活
用
し
た
介
護
予
防
や

市
民
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
、吉

田
総
合
病
院
へ
の
医
療
機
器
更
新
の
財
政

支
援
な
ど
、市
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

「
安
全
・
安
心
を
与
え
る
」施
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

3 広報 あきたかた 平成31年4月号 2広報 あきたかた 平成31年4月号


